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1.  まえがき 
社内の情報共有の効率化と活性化を目的として，既存の

社内情報共有プロセスの課題分析と情報共有システムの見

直しを行っている[1]． 
本報告では，スケジュール情報を部署間で共有するため

に，複数部署で別々に運用しているスケジューラを統合す

る方式について検討を行ったので，その結果と実践例につ

いて述べる．  

2. スケジューラ統合の必要性 
筆者らの所属する組織では，部署毎にスケジューラを導

入済みであり，部署間でのスケジュール調整は，電子メー

ル等で行っていた．たとえば，以下のような手順で調整が

行われていた． 
(1)  主催者は，参加メンバ全員に対して，複数の開催

候補日を記述した電子メールを送信し，各自の空き

時間を連絡してもらう． 
(2) 主催者は，返信メールを確認して，開催日を決定し，

全員に電子メールを送信する． 
電子メールでのスケジュール調整は，社外の人を含めて

電子メールを使える人であれば誰とでも調整可能であるた

め，部署間でのスケジュール調整においても日常的に利用

されていた． 
スケジューラ統合前の状況を図 1 に示す．部署 A のユー

ザ 1 とユーザ 2 は，個別スケジューラ A を利用してスケジ

ュール調整を行えるが，部署 A のユーザ 1 と部署 B のユー

ザ 3 は，スケジューラが異なるため，電子メールでのスケ

ジュール調整を行っていた． 
しかし，部署間で連携する機会が多くなったこともあり，

スケジュール調整作業の効率化が求められていた． 
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図 1：スケジューラ統合前の状況 

 
 

 

3. スケジューラ統合方式 
スケジューラ調整作業の効率化を目的として，部署間で

スケジュール情報を共有するスケジューラ統合方式の検討

を行った．なお，スケジュールは二重に登録しないことを

前提とした． 
スケジューラ統合方式としては，大きく以下の二つに分

けることができる． 
(1)  単一スケジューラによる統合 
(2)  複数スケジューラの連携による統合 

以下では，各方式の特長について述べる． 
 

3.1 単一スケジューラによる統合 
単一スケジューラによる統合は，部署毎に運用している

個別スケジューラを廃止し，一つのスケジューラを複数部

署のユーザが統一的に利用する方法である． 
スケジューラ統合後のイメージを図 2 に示す．部署 A の

ユーザ 1 と部署 B のユーザ 3 は，単一スケジューラにより

スケジュール調整が可能となる． 
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図 2：単一スケジューラによる統合 

 
3.2 複数スケジューラの連携による統合 
複数スケジューラの連携による統合は，部署毎に運用し

ている個別スケジューラはそのまま利用し続け，個別スケ

ジューラとデータを同期する統合スケジューラを導入して，

部署間のスケジュール調整では，統合スケジューラを利用

するという方式である． 
スケジューラ統合後のイメージを図 3 に示す．部署 A の

ユーザ 1 とユーザ 2 は，個別スケジューラ A を利用してス

ケジュール調整を行うことができ，部署 A のユーザ 1 と部

署 B のユーザ 3 は，統合スケジューラを利用してスケジュ

ール調整を行うことができる． 
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図 3：複数スケジューラの連携による統合 

 
3.3 統合方式の比較 
単一スケジューラによる統合と複数スケジューラの連携

による統合の二つの方式について，構築，移行，利用，保

守運用という観点から比較した結果を図 4 に示す． 
 
項目 単一スケジューラ 複数スケジューラ連携

構築 ○

・個別スケジューラの一つに移
行できれば，追加費用は少

△

・同期機能が個別スケジューラに対応
していない場合は費用が大

移行 ×

・スケジュールデータの移行作
業が必要
・使用方法の習得作業が必要

○

・個別スケジューラの利用を継続しな
がら，統合スケジューラを追加可能

利用 △

・機能や対応ＯＳが制限されるこ
とがある

△

・スケジュール調整の機会が多い同一
部署は使い慣れたスケジューラを利用
できる．

・部署間での調整が多い場合は二つ
のスケジューラを利用することとなる

保守
運用

○

・監視対象のサーバを最小にで
きる

×
・複数サーバの監視が必要

・不具合発生時の切り分け作業に時
間を要する

 
図 4：統合方式の比較 

(A) 構築 
単一スケジューラ方式，複数スケジューラ連携方式の両

方式とも，ソフトウェア毎で価格が異なる為，単純に費用

を比較することはできないが，単一スケジューラ方式は，

既存の個別スケジューラの一つに移行できれば，追加費用

を抑えることが可能である．一方，複数スケジューラの連

携方式では，同期機能が個別スケジューラに対応していな

い場合，カスタマイズまたは開発等が必要となり，システ

ム構築費用が大きくなる可能性が大きい． 
 

 (B) 移行 
複数スケジューラの連携方式では，個別スケジューラの

利用を継続しながら，統合スケジューラを追加できるが，

単一スケジューラ方式では，個別スケジューラからのスケ

ジュールデータの移行作業や，使い慣れたスケジューラか

ら異なる UI への変更に伴う，使用方法の習得作業が発生

するという課題がある． 
 

(C) 利用 
統合後の単一スケジューラが個別スケジューラと同等の

機能を有さない場合，単一スケジューラに移行した後に，

作業効率が悪くなるケースもある． 
インターネットの電子メールも統合して扱えるスケジュ

ーラでは，受け取った電子メールを GUI の簡単な操作で予

定表に貼り付けることが可能であるが，電子メールと統合

してないスケジューラでは，クリップボード経由で情報を

貼り付ける等の操作が必要となる．また，高機能なスケジ

ューラの中には，専用のクライアントのみで動作するもの

もあり，専用のクライアントが複数の OS に対応していな

い場合には，通常使っている作業端末から使えないという

ユーザも出てくる． 
一方，複数スケジューラの連携方式では，使い慣れた個

別スケジューラを使いつつ，新しい統合スケジューラで他

部署とのスケジュール調整も可能となり，作業の効率化が

期待できる．  
利用という観点では，統合対象のユーザが同じような使

い方でスケジューラを使っている組織や，部署間での調整

が多い組織では，単一スケジューラ方式が適する．逆に，

統合対象のユーザのスケジューラの使い方が多種多様な場

合は，複数スケジューラの連携方式が適する． 
 

(D) 保守運用 
単一スケジューラ方式の構成はシンプルであり，監視対

象のサーバを最小にできるが，複数スケジューラの連携方

式では，複数サーバの監視が必要であり，かつ，不具合発

生時の切り分け作業に時間を要するという課題がある． 

4. 実践例 
筆者らの所属する約 200 名の組織において，単一スケジ

ューラ方式による統合を行った． 
スケジューラ統合後の約 20 名から構成される部署のメ

ンバの 1 ヶ月間の予定表を調査したところ，部署内と部署

間のスケジュール調整の割合は，図 5 のとおりであった．

部署間のスケジュール調整は全体の 10%で，1 件あたりの

参加メンバ数は平均 4 名で，この調整作業が効率化された

こととなる． 
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部署間

 
図 5：スケジュール調整の割合 

5. むすび 
本報告では，個別に運用しているスケジューラを統合す

る方式について検討した結果を示した．構築，移行，保守

運用という観点では，費用や時間のコスト負担は異なるが，

どちらを選択しても大きな問題は発生しない．しかし，利

用という観点では，組織の特性により適する方式が異なる

といえる． 
また，単一スケジューラによる統合の実践例について紹

介したが，今後は，他の組織への利用拡大の際に，複数ス

ケジューラ連携による統合を試みる予定である． 
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